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１７の倍数，７の倍数 

 

 １７の倍数は次のように見分けることができます。 

○下１桁
けた

の数がＢ，それより上の桁の数がＡである整数 

Ａ×７とＢの差が１７の倍数である場合に１７の倍数となります。たとえば２０２３は１７の倍数です

が，２０２×７－３＝１４１１で，１４１１は１７の倍数です。 

というのも，下１桁の数がＢ，それより上の桁の数がＡである整数はＡ×１０＋Ｂであり， 

Ａ×１０＋Ｂ＝Ａ×１７＋Ｂ－Ａ×７となって，Ａ×１７は１７の倍数なので，Ｂ－Ａ×７が１７の倍

数であれば，Ａ×１０＋Ｂも１７の倍数となるからです。 

 

○下２桁の数がＢ，それより上の桁の数がＡである整数 

Ａ×２とＢの差が１７の倍数である場合に１７の倍数となります。たとえば２０２３では， 

２０×２－２３＝１７です。 

 

（１）以上を参考に，下３桁の数がＢ，それより上の桁の数がＡである整数では，Ａ×あああとＢの差が

１７の倍数である場合に１７の倍数となります。 

   あああにあてはまる最も小さい整数を求めなさい。また，その理由を説明しなさい。 

 

（２）今度は７の倍数について考えます。下３桁の数がＢ，それより上の桁の数がＡである整数では， 

Ａ×あああとＢの差が７の倍数である場合に７の倍数となります。 

   あああにあてはまる最も小さい整数を求めなさい。 

 

（３）７と１７の公倍数であるような，６桁の整数□１３△２７をすべて求めなさい。 

 

  

最難関問題 
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１７の倍数，７の倍数 （１）３，理由は解説参照 （２）１ （３）３１３３２７ 

 

（１）下３桁の数がＢ，それより上の桁の数がＡである整数はＡ×１０００＋Ｂです。１０００以上の最小

の１７の倍数は１００３なので，Ａ×１０００＋Ｂ＝Ａ×１００３＋Ｂ－Ａ×３となって， 

Ａ×１００３は１７の倍数なので，Ｂ－Ａ×３が１７の倍数であれば，Ａ×１０００＋Ｂも１７の倍数

となります。よって，あああにあてはまる最も小さい整数は３です。 

 

（２）１０００以上の最小の７の倍数は１００１なので，Ａ×１０００＋Ｂ＝Ａ×１００１＋Ｂ－Ａ×１と

なって，Ａ×１００１は７の倍数なので，Ｂ－Ａ×１が７の倍数であれば，Ａ×１０００＋Ｂも７の倍

数となります。よって，あああにあてはまる最も小さい整数は１です。 

 

（３）まず，１７の倍数で□１３△２７となるものを考えます。□１３×３は（□×３）３９なので， 

（□×３）３９と△２７の差は次の２通りに分けられます。 

 

 

 

 

 

   よって，☆１２や☆８８の形をした１７の倍数をさがします。 

 

  ☆１２の場合 

   １７の一の位の７に注目をすると７との積の一の位が２になる１桁の整数は６のみです。よって， 

１７と，一の位が６である整数の積を考えます。まず，１７×６＝１０２です。以降は 

１７×１０＝１７０を順に加えていけばよいので，２７２，４４２，６１２となるので６１２が条件を

満たします。☆＝６なので，□×３－△＝６となる組み合わせは， 

（□，△）＝（３，３），（４，２），（５，９）の３通りですから，６桁の整数□１３△２７は， 

３１３３２７，４１３６２７，５１３９２７です。 

 

  ☆８８の場合 

   １７の一の位の７に注目をすると７との積の一の位が８になる１桁の整数は４のみです。よって， 

１７と，一の位が６である整数の積を考えます。まず，１７×４＝６８です。以降は 

１７×１０＝１７０を順に加えていけばよいので，２３８，４０８，５７８，７４８，９１８となるの

でどれも条件を満たしません。 

  

最難関問題 

□×３ ３ ９ 

△   ２ ７ － 

☆  １ ２ 

□×３ ３ ９ 

△   ２ ７ 

－ 

☆  ８ ８ 
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   ３１３３２７，４１３６２７，５１３９２７の中で７の倍数になるものは，下３桁と上３桁の差が７

の倍数となるので，３２７－３１３＝１４，６２７－４１３＝２１４，９２７－５１３＝４１４より，

３１３３２７のみですから，３１３３２７だけが答えとなります。 

 

 

最難関問題 


